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一般質問　16名

�◀P8
校外学習・部活動時の安全管理
SNS時代の子どもの安全
市としての危機管理意識
� 澤田　　厚

�◀P8
不登校支援とフリースクールを含めた子どもの居場所
について
湖南市版小規模多機能自治基本構想の進展と持続可能
な地域運営について
� 小林　義典

�◀P9
令和８年度のスローガンについて
ごみステーションについて
� 森　　　淳

�◀P10
交通安全啓発について
湖南市の子育て充実について
不登校対策について
� 副田　悦子

�◀P9
空き地空き家インフラ対策について
ウツクシ松の保存対策について
� 永田　誠治

◀P10湖南市内道路及び湖南市道路整備計画について
� 東良　一成

◀P11
自転車の交通安全について
地域の交通安全について
� 堀田　繁樹

◀P11
東庁舎建て替えと中央消防署移転事業について
補聴器購入の補助制度について
岩根診療所再開について
� 坂田　政富

◀P12
農業振興について
人口減少対策について
西庁舎周辺整備について
� 東森　徹平

◀P12
指定管理者制度について
スポーツを活かしたまちづくりについて
� 奥村　幹郎

◀P13

東庁舎建て替えの進捗状況と跡地利用について
西庁舎周辺施設整備事業における石部文化総合
センターリノベーションで複合施設化を
市内学童保育所の現状と今後について
市内におけるいわゆる引きこもり問題への取り組みについて
こどもまんなかプランにおける「つながる教室」活用事
業について� 寺元　正幸

◀P13
石部図書館について
下田運動広場について
コミュニティバスについて
� 藤川　みゆき

◀P14
人口減少対策としての、若者世代の定住や移住を図る
施策について
� 曽我部　一帆

◀P15
市特産農産物について
夢や希望を持たす教育とは
学校行事や部活における交通手段について（マイクロ
死亡事故に対して）
� 松原　栄樹

◀P15
米国とイスラエルの無法なイラン攻撃、ホルムズ海峡
封鎖による市内の影響について
東庁舎・西庁舎周辺整備について
学童保育事業について
熱中症対策、学校施設改善について� 松井　圭子

◀P14外国人市民に対する市の取り組みについて
� 田中　雄二郎

ハイライト
６月定例会
議案第31号　�
　�令和８年度湖南市一般会計補正予算
（第１号）
　 ・学童保育所使用料� 3,460万４千円
　 ・�医療費助成自治体システム改修等

補助金	 222万６千円
　 ・�子ども・子育て支援交付金　

△224万８千円
　 ・財政調整基金繰入金� ７１万４千円
　 ・�学童保育所施設負担金�△121万５千円
　 ・議会運営経費� ２６万２千円
　 ・�障がい福祉システム改修委託　�

445万４千円
　 ・�学童保育所運営事業 �

2,936万５千円
　 ・議案第46号　財産の取得について
　　�小中学校大型提示装置�

9,273万4,400円
　 ・議案第47号　契約の締結について
　　�リサイクルプラザ大規模改修工事�

２億3,870万円
　 ・議案第48号　契約の締結について
　　�雨山体育館長寿命化改修工事　�

５億600万円

入

出

議決結果���� ◀P３
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６月議会定例会　議決結果
分類 議案名等 結果

承　
　

認

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号湖南市税条例の一部を改正する条例の制定について）
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、軽自動車税環境
性能割の廃止、個人市民税の所得割の課税標準の見直し、住宅借
入金等特別税額控除の延長、譲渡所得等および配当等に係る課税
の特例の見直し、固定資産税の課税標準の特例の延長等につい
て、所要の改正を行うもの。地方自治法第179条第１項の規定による
専決処分をしたことについて報告し、承認を求める。

◎

承認第３号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
地方税法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、国民健康
保険税の基礎課税額、課税限度額、賦課新制度等について、所要の
改正を行うもの。地方自治法第179条第１項の規定による専決処分を
したことについて報告し、承認を求める。

○

補
正
予
算

議案第31号
令和８年度湖南市一般会計補正予算（第１号）

【歳入歳出】　3,408万１千円を増額
【補正後の額】263億3,408万１千円

◎

議案第49号
令和８年度湖南市一般会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】1,900万円を追加
【補正後の額】263億5,308万１千円

◎

そ　

の　

他

議案第32号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第33号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第34号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第35号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第36号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第37号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第38号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第39号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

分類 議案名等 結果

そ　

の　

他

議案第40号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第41号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第42号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月１９日で満了することに伴い、
その後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８
条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第43号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第44号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第45号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の任期が令和８年７月19日で満了することに伴い、そ
の後任を任命することについて、農業委員会等に関する法律第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議会第46号
財産の取得について
財産を取得することについて、地方自治法第96条第１項第８号および
湖南市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に
関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるもの。

【取得物件】 小中学校大型提示装置
【取得価格】 92,734,400円（税込み）
【契約の相手方】 株式会社きじまや

◎

議会第47号
契約の締結について
工事名 　　　　　　  リサイクルプラザ大規模改修工事
契約金額　　　　　　238,700,000円
契約の相手方　　　　株式会社ヤマタケ創建　湖南営業所

◎

議会第48号
契約の締結について
工事名　 　　　　　  雨山体育館長寿命化改修工事
契約金額　　　　　　506,000,000円
契約の相手方　　　　西村建設株式会社

◎

請
願

請願第２号
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求め
る請願

×

請願第３号
「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案」（スパイ防止
法案）の制定を阻止することを求める請願

×

議
発
議
案

議発議案第２号
湖南市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について ◎

※◎全会一致で原案可決・同意・承認　○賛成多数で承認　×賛成少数で不採択

「
身
近
な
議
会
」
に
！

３
月
定
例
会
の
閉
会
か
ら
二
か

月
が
過
ぎ
、
新
年
度
事
業
が
本
格

的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
４

月
・
５
月
は
、
市
内
各
地
域
で
の
行
事
や
総
会
が
続
き
、

議
員
各
位
に
お
か
れ
て
も
慌
た
だ
し
い
日
々
で
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
議
長
と
し
て
地
域
行
事
や
各

種
団
体
の
総
会
へ
の
参
加
に
加
え
、
広
域
連
携
や
県
内
の

各
種
期
成
同
盟
会
の
総
会
に
出
席
し
、
多
く
の
自
治
体
関

係
者
と
意
見
交
換
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
が
、
市
内
全
小
学

６
年
生
を
対
象
と
し
た
議
場
体
験
学
習
で
す
。（
５
月
末

ま
で
に
９
校
中
５
校
が
終
了
）

議
場
体
験
学
習
は
、
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市

役
所
東
庁
舎
４
階
の
本
会
議
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
議
会
の
仕
組
み
や
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、「
子
ど
も
議
員
」と
し
て
実
際
の
議
会
さ
な

が
ら
に
、
議
員
活
動
や
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

を
行
い
ま
す
。
未
来
の
湖
南
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
真

剣
な
表
情
で
発
言
す
る
姿
に
は
、
毎
回
大
き
な
期
待
と
頼

も
し
さ
を
感
じ
、自
然
と
喜
び
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
質
問
へ
の
回
答
に
は
、
議
長
や

議
員
に
加
え
、
市
役
所
入
庁
３
年
目
の
若
手
職
員
が
担
当

し
ま
す
。
こ
れ
は
職
員
に
と
っ
て
も
実
務
研
修
の
一
環
と

な
り
、
行
政
と
議
会
の
役
割
を
理
解
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
な
議
会
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
議
会
傍
聴
に
も
気
軽
に
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

議
長
　
細
川
　
ゆ
か
り

議
長
コ
ラ
ム
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令和８年６月湖南市議会定例会　賛否が分かれた案件一覧
○：賛成　●：反対

本 会 議 で の 議 案 の 討 論

藤川 みゆき議員
本請願は、法案の内容を議論する前に制定そのものを阻止
することを求めています。安全保障上の課題には法制度の
検討が必要であり、人権に十分配慮しつつ国で慎重に議論
すべきであることから、本請願には反対します。

反対

曽我部 一帆議員
いわゆるスパイ防止法案の内容や論点について現時点で慎
重審議の前段階にあり、具体的な条文が示されていない段
階から法の制定そのものを阻止するよう求めることは、地
方議会が国に提出する意見書として適切でないため反対し
ます。

反対

東森 徹平議員
現在は外国勢力の諜報活動を包括的に取り締まる一般法が
不在であり、不当な干渉・世論工作・技術流出を未然に防ぐ
枠組みを整備する本案は、国民の利益や財産を守ることが
目的であることから本請願に反対いたします。

反対

●請願第３号

松井 けい子議員
安全保障の重要性を認めつつ、国民の知る権利や報道の自
由、プライバシー権など基本的人権に影響を及ぼす可能性
があるのは危険。現行制度の運用を検証するべきである。
安全保障と人権保障の両立という観点から賛成。

賛成

坂田 政富議員
政治が右傾化する中、41年前に国民の反対で廃案になった
「スパイ防止法案」が装いを新たに提出の準備へ。今なら間
に合います。自由と平和を求める声を大きくすれば憲法改
悪、戦争準備を止めることができるため、賛成します。

賛成

寺元 正幸議員
新たなスパイ法案は、国民が一般的に情報収集する活動が
監視され、国民同士が監視しあう社会が醸成され、基本的
人権が脅かされる恐れがあります。よってスパイ防止法案
阻止の請願に賛成します。

賛成

●請願第2号

東森 徹平議員
本請願の趣旨に理解を示しつつも、公平性・専門職体制・財
政負担・科学的根拠の観点から、国による統一的な制度整備
を求めるなど、持続可能で公平な仕組みを目指すべき問題
であると申し上げ、本請願に反対いたします。

反対

小林 義典議員
加齢に伴い、聴力低下で日常生活や社会参加に不便を感じ
ておられる高齢者がおられることは十分理解しています。
その上で、第1に公平性の観点、第2に購入すれば終わり
ではない点、第3に財政負担と、制度設計に問題があり反
対します。

反対

永田 誠治議員
身体障害者手帳の交付対象となる高度の難聴の方の補聴器
購入は障害者総合支援法による補装具として公費負担の制
度があります。よって加齢性難聴者の補聴器購入に対する
公的、補助制度の創設を求める、請願第２号は反対します。

反対

田中 雄二郎議員
各自治体の独自施策により足並みが揃っておらず公平性に
欠けている。この問題だけにとどまらず超高齢化社会への
取り組みは国がしっかりと施策を示し、高齢者に対して公
平な支援を行うものであると考え、反対します。

反対

藤川 みゆき議員
加齢性難聴は高齢者の社会参加や健康に大きく影響します。
補聴器購入費の助成は孤立や認知症予防、介護予防につな
がる有効な支援で県内でも導入自治体が広がっており、本
市でも前向きに検討すべきと考え、賛成します。

賛成

寺元 正幸議員
補聴器は難聴の高齢者にとっては贅沢品でなく必需品です。
長年にわたり納税者として社会に貢献してこられた高齢者
の税の再分配策としても、また健康寿命の延伸、医療費の
抑制にもつながる公的補助の請願に対し、賛成します。

賛成

松井 けい子議員
必要な人への支援こそ実質的な公平性です。健康寿命延伸
に繋がれば財源は生み出せます。補聴器購入費補助制度は、
日常生活や社会参加に支障を抱えている高齢者やご家族の
切実な願いであり応えるべきと賛成しました。

賛成

坂田 政富議員
難聴者の現状は、65才から69才男性43,7％、女性27,7％で、
補聴器は若い程、短期間で使えるようになると言われてい
ますが、40万円を超す高額品です。多くの自治体で実施し
ている購入に対する補助制度を求め、賛成します。

賛成

議案番号 件名

会派 Kiku 自由民主党
湖南市議団

市民と
つなぐ
ネット

湖南市
公明党
議員団

こなん
の未来

湖南 
維新の会

無
会
派

無
会
派

無
会
派

永
田
　
誠
治

森
　
　
　
淳

松
原
　
栄
樹

田
中
雄
二
郎

小
林
　
義
典

上
野
　
顕
介

曽
我
部
一
帆

坂
田
　
政
富

寺
元
　
正
幸

副
田
　
悦
子

奥
村
　
幹
郎

堀
田
　
繁
樹

澤
田
　
　
厚

東
良
　
一
成

松
井
　
圭
子

藤
川
み
ゆ
き

東
森
　
徹
平

承認第３号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第３号湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

請願第２号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求
める請願 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ●

請願第３号 「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案」（スパイ
防止法案）の制定を阻止することを求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ●

※議長は採決に加わりません。

●請願第2号
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願
●請願第３号
「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案」（スパイ防止法案）

の制定を阻止することを求める請願
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請
願
第
３
号

　
参
考
人
か
ら
願
意
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

問　

日
本
で
も
ス
パ
イ
行

為
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、

現
行
法
で
は
事
後
対
応
し

か
で
き
な
い
。
未
然
に
防

ぐ
代
替
案
や
、
制
度
が
な

い
こ
と
の
リ
ス
ク
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　

犯
罪
発
生
前
の
捜
査

は
人
権
侵
害
で
あ
り
、「
疑

わ
し
き
」で
の
拘
束
は
絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
に
よ

る
市
民
監
視
事
件
の
判
例

を
引
用
し
、
国
民
全
体
に

関
わ
る
問
題
で
す
。

問　

諸
外
国
の
ス
パ
イ
処

罰
制
度
の
有
無
と
、
日
本

に
な
い
場
合
の
リ
ス
ク
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
現
在
検
討
中
の
法
案
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
内
容

を
基
に
反
対
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

他
国
の
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
日
本
に

は
立
派
な
憲
法
が
あ
り
、

こ
の
法
案
は
国
民
の
自
由

を
塞
ぐ
も
の
で
す
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

議
案
第
47
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
48
号

問　

予
定
価
格
、
最
低
制

限
価
格
の
決
定
方
法
と
そ

の
金
額
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

予
定
価
格
の
決
定
方

法
に
つ
い
て
は
公
共
工
事

の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
設
計
額
を
予
定
価

格
と
し
て
い
る
。
ま
た

最
低
制
限
価
格
に
つ
い

て
は
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

や
品
質
を
守
る
た
め
、
適

正
な
価
格
を
下
限
ラ
イ
ン

設
定
と
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
今
回
は
税
抜
き
価
格

と
し
て
予
定
価
格
が
５
億

円
、
最
低
制
限
価
格
が

４
億
６
０
０
０
万
円
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

産業経済
常任委員会

行政視察

総務
常任委員会

付託案件 請願１件
� 議案２件

付託案件 請願１件
� 議案１件

福祉教育
常任委員会

行
政
視
察

日
時　
５
月
13
日
～
15
日

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

新
潟
県
新
潟
市

　
空
き
家
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
は
、
市
民
が
分

か
り
や
す
く
、
ま
た
楽
し

請
願
第
２
号

　
参
考
人
か
ら
願
意
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

問　

認
定
の
難
し
さ
が
あ

る
と
思
う
が
。

答　

専
門
医
、
相
談
員
と

本
人
で
相
談
し
な
が
ら
複

数
回
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

問　

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

に
つ
い
て
。

答　

専
門
機
関
に
相
談
し

て
自
分
に
合
う
よ
う
に
調

節
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ん
で
記
入
で
き
る
よ
う
な

工
夫
が
さ
れ
て
お
り「
壊

す
」だ
け
で
な
く
、
次
へ

と「
つ
な
げ
る
」と
い
っ
た

ワ
ー
ド
は
空
き
家
発
生
の

未
然
防
止
に
繋
が
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。

新
潟
県
佐
渡
市

　
離
島
で
あ
る
と
い
う
立

地
的
条
件
や
、
高
校
の
卒

業
生
の
約
９
割
が
島
外
へ

出
て
し
ま
う
現
状
か
ら
、

空
き
家
対
策
も
絡
め
た
移

住
定
住
施
策
に
必
死
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る〝
熱
〟

を
感
じ
た
。

静
岡
県
掛
川
市

　
掛
川
市
は
人
口
が
11
万

人
以
上
で
、
産
業
や
住
宅

地
の
発
展
し
た
市
で
あ
り

本
市
と
は
人
口
や
面
積
が

大
き
く
異
な
る
状
況
で
あ

る
が
、
最
も
驚
い
た
の
は

市
内
に
調
整
区
域
が
な
い

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

特
定
空
き
家
は
資
産
価
値

が
あ
る
か
な
い
か
も
大
き

な
要
因
で
あ
る
た
め
、
土

問　

制
度
設
計
に
お
い
て
、

市
町
に
よ
っ
て
対
応
が
違

う
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら

い
の
補
助
を
し
て
い
る
の

か
。

答　

長
浜
市
、
豊
郷
町
、

甲
良
町
が
４
万
円
、
愛
荘

町
３
万
円
、
多
賀
町
2.5
万
、

東
近
江
市
、
近
江
八
幡
市
、

甲
賀
市
、
日
野
町
が
２
万

円
、
守
山
市
で
は
、
所
得

に
応
じ
て
２
万
円
か
４
万

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
採
択

議
案
第
46
号

問　

電
子
黒
板
の
保
証
に

つ
い
て

答　

５
年
間
の
無
償
保
証

が
付
い
て
い
ま
す
。
故
意

に
よ
る
故
障
以
外
、
部
品

交
換
は
無
償
交
換
と
な
り

ま
す
。

問　

設
置
期
間
や
先
生
方

へ
の
研
修
時
期
に
つ
い
て

答　

夏
休
み
前
半
に
研
修

し
ま
す
。
設
置
に
関
し
て

は
、
小
中
学
校
と
も
夏
休

み
中
に
完
了
し
２
学
期
か

ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

問　

設
置
の
仕
方
は

答　

移
動
式
な
の
で
必
要

な
所
へ
持
っ
て
い
け
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
調
査

日
時　
４
月
16
日

学
童
保
育
所
視
察

午
前
中

石
部
南
学
童
保
育
所

午
後

下
田
学
童
保
育
所
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行政視察

広報広聴
常任委員会

行
政
視
察

令
和
８
年
５
月
18・19
日

岡
山
県
倉
敷
市

⑴�

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に

つ
い
て

・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で

会
議
開
催
案
内
、
正
副
議

長
公
務
、
視
察
対
応
、
議

会
だ
よ
り
、
議
会
主
催
イ

ベ
ン
ト
等
を
発
信
。

・
全
国
市
議
会
公
式
Ｉ
ｎ�

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ア
カ
ウ

ン
ト
で
２
年
連
続
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
１
位
。

⑵
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

・
Ａ
４
冊
子
、
４
色
、
全

８
ペ
ー
ジ
。

・
配
布
方
法
は
、
基
本
市

の
広
報
紙
へ
の
綴
じ
込
み
。

地
域
自
治
会
を
通
じ
て
全

戸
配
布
。
未
加
入
世
帯
は

市
役
所
で
受
け
取
り
可
能
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
、
音
声
版
提

供
。

・
表
紙
写
真
の
公
募
。

・
市
民
モ
ニ
タ
ー
に
定
期

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

○
８
ペ
ー
ジ
構
成
の
評
価

と
し
て
、
編
集
省
力
化
・

費
用
抑
制
・
要
点
伝
達
な

ど
の
効
果
が
あ
る
反
面
、

一
人
当
た
り
の
範
囲
が
限

ら
れ
集
約
困
難
に
な
る
。

広
島
県
呉
市

⑴
議
会
報
告
会

・
要
請
減
少
な
ど
に
よ
り

地
域
開
催
を
縮
小
し
、
市

内
全
高
校
10
校
で
開
催
。

・
昨
年
か
ら
全
体
会
後
、

各
教
室
で
開
催
。

・
実
施
後
、
各
委
員
会
で

反
省
会
・
報
告
書
を
作
成

し
、
Ｈ
Ｐ
で
公
開
。

○
学
校
開
催
は
、
若
者
の

意
見
把
握
や
議
会
と
の
距

離
を
縮
め
る
だ
け
で
な
く
、

施
政
へ
の
反
映
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

⑵
議
会
だ
よ
り

・
中
核
都
市
コ
ン
ク
ー
ル

で
４
年
連
続
上
位
入
賞
。

・
議
員
目
線
で
は
な
く
市

民
目
線
を
念
頭
に
市
広
報

と
区
別
す
る
議
会
だ
よ
り

に
取
り
組
む
。

議
案
第
31
号

　
令
和
８
年
度
湖
南
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

主
な
質
疑

問　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
の
ト
ー
タ
ル

付託案件 １件

予算
常任委員会

金
額
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
予
算
を
立
て
る
段

階
で
、
こ
う
い
っ
た
内
容

な
の
か
、
分
か
ら
な
か
っ

た
の
か
、
話
し
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
か
。

答　

当
初
は
委
託
契
約
を

持
っ
て
発
注
す
る
計
画
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
委
託

契
約
を
し
ま
す
と
、
目
的

物
を
何
か
し
ら
納
め
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は

我
々
が
や
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
関
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が

目
的
と
な
り
、
最
終
的
に

委
託
契
約
を
し
て
目
的
物

を
い
た
だ
く
と
い
う
体
制

で
は
な
く
、
報
償
費
と
し

て
１
回
１
回
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
料
を
お
支
払
い
す
る

方
が
適
合
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
お
支
払
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

障
害
福
祉
事
業
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
補

正
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
全
体
の
15
％
の
予

算
が
出
て
い
ま
す
。
例
え

ば
追
加
か
、
今
ま
で
の
シ

ス
テ
ム
の
改
修
な
の
か
が

書
か
れ
て
い
な
い
。
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
い
て
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
の

改
修
は
障
害
福
祉
制
度
の

更
生
医
療
、
育
成
医
療
と

い
う
医
療
に
係
る
事
業
で

す
。
こ
ち
ら
の
医
療
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
対
応

に
よ
り
、
更
生
医
療
と
育

成
医
療
等
の
障
害
医
療
費

の
情
報
も
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
機
関
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
出
し

ま
す
と
市
の
方
で
持
っ
て

い
る
医
療
デ
ー
タ
等
が
国

と
連
携
す
る
形
に
な
り
、

利
用
者
と
医
療
機
関
に
は

非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

地
に
価
値
が
あ
る
状
況
で

は
処
分
の
し
や
す
さ
が
格

段
に
異
な
る
と
思
っ
た
。
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請願第２号
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願

請願の趣旨
　認知症は社会的大問題になっています。高齢者は健康で生き生きと暮らしたいと願っており、これは当人だ
けでなく家族や社会全体のねがいでもあります。聴力は年齢とともに衰え、60代後半では３人に１人が加齢性
難聴といわれ、日常生活や社会参加を困難にし、認知症の重大な危険因子の一つとも指摘されています。
　そのため、補聴器の装用が求められていますが、高額な商品が多く全額自己負担となっているため購入でき
ない高齢者が多くおられます。
　また補聴器は購入したが「雑音がする」「面倒くさい」など、継続的装用に至らないケースもあり、行政と
専門家によるアフターフォローが必要となっています。補聴器購入に対する公的補助制度を求める声は大きく
広がり、2025年12月10日現在44都道府県548市区町村が実施しており、滋賀県内においても10市町が補助制度
を実施しています。
　補聴器は難聴高齢者にとって贅沢品でなく、認知症予防の必需品であり、生活の質をおとさず、心身ともに
健やかに過ごすことができ健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつながります。

請願事項
　湖南市において加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求めます。

賛成少数で不採択

請願第３号
「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案」（スパイ防止法案）

の制定を阻止することを求める請願
請願の趣旨
　国家秘密に係るスパイ行為等の防止に関する法律は、41年前に国民各界各層の猛反対の前に廃案となってい
るものです。この度、政府によって「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案」が装いを新たにし
て、国会に提出されようとしています。
　国家秘密を保護するためのこの種の立法は、国民の基本的人権とも重大なかかわりをもつものであり、看過
できないものがあります。
　すでに2013年（平成25年）に特定秘密保護法が、2017年（平成29年）に共謀罪法が、さらに2024年（令和６
年）には重要経済安保情報保全法が、続けて2025年（令和７年）には能動的サイバー防御法があいついで成立
しています。
　新たな「スパイ防止法案」は、屋上屋を架す以外の何ものでもないといえます。現在国会では、政府の情報
活動機能を強化する「国家情報会議」設置法案、「スパイ活動」の司令塔として「国家情報局」の新設法案が
審議されています。これらの法案は、国民が一般的に情報収集する活動が、監視される恐れがあります。憲法
が保障する基本的人権などが侵害され、国民監視と国による情報隠しが加速されるといえます。
　したがってこれらの「法律案」の制定を阻止するよう求めます。

請願事項
　国に対し「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律案（スパイ防止法案）の制定を阻止することを
求める意見書を関係機関に提出するよう求める。

賛成少数で不採択

５
月
８
日
に
水
戸
小
学

校
、
14
日
に
三
雲
東
小
学

校
、
20
日
に
岩
根
小
学
校
、

22
日
に
菩
提
寺
北
小
学

校
、
26
日
に
石
部
南
小
学

校
、
７
月
２
日
に
石
部
小

学
校
、
15
日
に
菩
提
寺
小

学
校
の
６
年
生
が
校
外
学

習
で
、
市
議
会
の
見
学
に

来
ま
し
た
。

議
場
で
議
会
の
役
割
や

し
く
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
あ
と
、
児
童
か
ら
の
質

問
を
受
け
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
熱
心
に
話
を

聞
き
、
時
間
が
足
り
な
く

な
る
ほ
ど
積
極
的
に
質
問

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
湖
南
市

議
会
へ
！
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校
外
学
習
・
部
活
動
時
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

問　

水
難
事
故
や
移
動
中

の
事
故
に
つ
い
て
、
専
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て

い
な
い
理
由
は
。

答　

水
難
事
故
や
移
動
中

の
交
通
事
故
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
が
作

成
し
て
い
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
位
置
付

け
て
お
り
、
学
校
の
実
情

や
活
動
内
容
に
応
じ
て
対

応
手
順
や
連
絡
体
制
等
を

整
理
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
子
ど
も
の

安
全
に
つ
い
て

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
起
因
の
ト
ラ

ブ
ル
件
数
は
。

答　

昨
年
度
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

起
因
す
る
生
徒
指
導
事
案

は
、
小
学
校
９
件
、
中
学

校
４
件
。
本
年
度
は
、
５

月
末
時
点
で
小
学
校
３
件
、

中
学
校
２
件
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
の
誹
謗
中
傷
、
画
像
投

稿
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
人
間
関

係
に
関
す
る
問
題
で
し
た
。

市
と
し
て
の
危
機
管
理
意

識
に
つ
い
て

問　

湖
南
市
と
し
て
改
め

て
安
全
管
理
体
制
を
総
点

検
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

全
国
で
発
生
し
て
い

る
重
大
事
故
を
重
く
受
け

止
め
、
他
人
事
と
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た「
こ
れ
ま

で
問
題
が
な
か
っ
た
」と

い
う
経
験
則
に
依
拠
す
る

こ
と
な
く
、
学
校
・
家
庭
・

関
係
機
関
が
連
携
し
た
体

制
の
も
と
で
、
安
全
管
理

体
制
の
検
証
と
改
善
を
進

め
、
児
童
生
徒
の
命
と
安

全
を
最
優
先
に
し
た
危
機

管
理
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

子どもたちの命と安全を守るために

湖南維新の会●澤田　厚 議員

湖南市版小規模多機能
� 自治構想の現状と今後

自由民主党湖南市議団●小林　義典 議員

具
体
的
進
捗
に
つ
い
て

問　

基
本
構
想
が
策
定
さ

れ
て
か
ら
三
年
が
経
過
し

た
が
、
こ
の
間
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
の
か
。

答　

策
定
後
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
行
政
機
能
の
配

置
と
し
て
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も

家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

各
中
学
校
区
へ
配
置
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
石
部
中

学
校
区
の（
仮
称
）小
規
模

多
機
能
自
治
セ
ン
タ
ー
に

必
要
な
機
能
を
考
え
る
た

め
、
地
域
課
題
を
把
握
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
令

和
７
年
度
に
開
催
し
ま
し

た
。

問　

財
政
・
権
限
委
譲
に

つ
い
て
市
の
考
え
は

答　

権
限
に
関
し
て
は
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

へ
委
譲
す
る
も
の
は
な
く
、

行
政
が
一
定
の
責
任
と
役

割
を
保
ち
な
が
ら
、
ま
た

地
域
の
自
立
性
を
尊
重
し

つ
つ
地
域
と
連
携
し
て
地

域
運
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
財
源
に
つ
い
て
の

制
度
設
計
と
し
て
は
、
現

行
の
湖
南
市
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
交
付
金
で
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

問　

担
い
手
不
足
の
状
態

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

対
策
を
と
る
の
か
。

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
や
中
間
支
援
組

織
の
検
討
、
幅
広
い
市
民

参
画
の
促
進
を
一
体
的

に
推
進
す
る
た
め「
湖
南

市
人
材
活
躍
支
援
業
務

委
託
」に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
多
様

な
分
野
の
専
門
家
や
市
内

で
培
わ
れ
た
人
材
を
活
用

し
た
市
民
人
材
登
録
制
度

の
構
築
を
進
め
ま
す
。

問　

市
長
は
こ
の
自
治
構

想
の
先
に
湖
南
市
の
姿
を

描
い
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
の
力
を
最
大
限

引
き
出
し
、
ず
っ
と
こ
こ

に
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る

街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一般質問
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増
え
続
け
る
宅
地
・
空
き

地
空
き
家
・
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
対
策
に
つ
い
て

問　

宅
地
は
飽
和
状
態
で

す
。
大
規
模
宅
地
開
発
は

定
住
人
口
が
増
え
る
手
法

の
一
策
と
の
施
策
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。

答　

大
規
模
宅
地
開
発
は

定
住
人
口
の
維
持
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
ま

ち
づ
く
り
の
有
効
な
手
法

の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

問　

私
が
懸
念
す
る
の
は

周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
特
定
空
き
家
が
年
々
増

加
し
て
い
る
事
で
す
。

答　

管
理
不
全
空
き
家
等

の
所
有
者
等
に
対
し
、
特

定
空
き
家
等
に
進
む
前
に

必
要
な
処
置
を
と
る
よ
う

指
導
、
特
定
空
き
家
の
除

却
指
導
を
含
め
、
管
理
不

全
空
き
家
の
発
生
抑
制
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

橋
・
道
路
な
ど
公
的

な
施
設
や
設
備
な
ど
、
多

く
は
バ
ブ
ル
期
に
作
ら
れ

た
も
の
、
老
朽
化
に
よ
る

交
換
時
期
が
順
次
迫
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
維

持
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
。

答　

５
年
ご
と
の
定
期
点

検
を
実
施
し
て
。
点
検
結

果
を
踏
ま
え
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
な
修
繕
・
更
新
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

上
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
管
理
な
ど
は

大
丈
夫
で
す
か
。

答　

定
期
的
な
点
検
・
調

査
を
実
施
し
計
画
的
な
更

新
・
修
繕
を
進
め
突
発
的

な
事
故
に
お
い
て
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
柔
軟

に
対
応
、
安
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
保
存
と

維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て

問　

地
形
が
変
わ
れ
ば
、

環
境
も
変
わ
り
ま
す
。

答　

保
存
活
用
計
画
の
下
、

保
全
活
用
協
議
会
の
方
々

に
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

空き地空き家インフラ対策
� ウツクシマツ保存

会派　Kiku●永田　誠治 議員

みんなが利用できる
� ごみステーションを！

会派　Kiku●森　すなお 議員

問　

月
額
３
千
円
の
不
公

平
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
料
の
解
決
は
。

答　

解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

不
公
平
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
数
年
間
も
継
続
し

て
い
る
の
は
問
題
で
は
。

答　
「
個
別
の
聞
き
取
り
」、

「
標
準
的
な
ル
ー
ル
の
活

用
」、「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
」、「
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
・
修
繕
の

補
助
制
度
の
見
直
し
」な

ど
に
よ
り
改
善
す
る
。

シ
ン
・
オ
ー
ト
コ
ー
ル

導
入
を
求
め
る
！

問　

シ
ン
・
オ
ー
ト
コ
ー

ル
の
進
捗
は
。

答　

総
合
防
災
シ
ス
テ
ム

に
合
わ
せ
導
入
を
検
討
。

湖
南
市
版

小
規
模
多
機
能
自
治

問　

行
政
機
能
の
配
置
は
。

答　

中
央（
新
築
庁
舎
）に

東
西
庁
舎
、
保
健
セ
ン

タ
ー
。
中
央
以
外
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
こ

ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
。

　

中
学
校
区
に
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
行
政
手

続
き
、
証
明
書
発
行
業
務
。

問　

小
規
模
多
機
能
自
治

セ
ン
タ
ー
の
進
め
方
は
。

答　

同
一
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
標
準
と
し
、
具

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

機
能
を
明
確
に
し
て
い
く
。

自
治
会
加
入
メ
リ
ッ
ト
の

構
築
と
条
例
制
定
を
！

問　

自
治
会
加
入
メ
リ
ッ

ト
の
構
築
と
自
治
会
加
入

促
進
条
例
の
制
定
を
。

答　

効
果
的
な
加
入
促
進

策
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

問　

校
内
の
居
場
所
で
あ

る
Ｓ
Ｓ
Ｒ
の
運
用
開
始
や

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者

へ
の
補
助
金
交
付
を
し
て

い
る
が
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
設
置
を
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
で
は
。

答　

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
で
き
る
公
的
な

支
援
体
制
の
充
実
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

一般質問
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不登校対策について

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

問　

ふ
れ
あ
い
相
談
室
で

は
少
人
数
で
個
に
寄
り

添
っ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
が
、
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
。

答　

本
市
の
財
政
状
況
等

を
ふ
ま
え
な
が
ら
研
究
・

勘
案
し
て
い
き
ま
す
。

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利

用
に
つ
い
て
の
助
成
金
は

市
役
所
へ
申
請
し
て
年
度

末
に
一
括
に
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
の
経
済
的
物
理
的

負
担
を
鑑
み
、
何
度
か
に

分
け
学
校
で
の
申
請
な
ど

工
夫
で
き
な
い
も
の
か
。

答　

支
払
い
の
細
分
化
は
、

保
護
者
の
経
済
的
な
立
て

替
え
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
に
な
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
申
請
手
続
き
の

簡
素
化
や
わ
か
り
や
す
い

案
内
に
努
め
る
な
ど
工
夫

を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

湖
南
市
内
に
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
は
存
在
し
な
い
。

助
成
の
対
象
に
交
通
費
も

含
め
て
は
ど
う
か
。

答　

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
本
市
の
不
登
校
対
策
を

効
果
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
全
て
の
児
童

生
徒
が
通
う
学
校
現
場
に

お
け
る
支
援
体
制
の
強
化

が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

不
登
校
児
童
生
徒
の

増
加
に
対
し
て
更
に
不
登

校
に
つ
い
て
の
強
化
体
制

が
必
要
で
は
な
い
か
。
例

え
ば
不
登
校
連
絡
協
議
会

単
体
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に

は
、
特
別
支
援
教
育
の
視

点
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
一

貫
し
て
総
合
的
な
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年

の
不
登
校
が
様
々
な
要
因

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
増

加
し
て
い
る
と
い
う
時
代

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

不
登
校
に
お
け
る
課
題
に

組
織
的
・
多
角
的
に
対
応

す
る
体
制
へ
進
化
し
、
不

登
校
対
応
と
特
別
支
援
教

育
の
視
点
の
両
輪
で
一
体

的
な
支
援
を
進
め
て
い
ま

す
。

湖南市内道路及び湖南市道路
� 整備計画について

湖南維新の会●東良　一成 議員

石
部
口
交
差
点
周
辺
の
道

路
に
つ
い
て

問　

横
断
歩
道
橋
下
に
横

断
歩
道
を
設
置
で
き
な
い

か
。

答　

横
断
歩
道
橋
の
昇
降

が
利
用
者
の
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

は
、
直
ち
に
設
置
を
求
め

る
状
況
に
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
通
行

状
況
や
皆
さ
ま
の
声
を
注

意
深
く
見
守
り
、
必
要
に

応
じ
て
道
路
管
理
者
や
公

安
委
員
会
へ
情
報
共
有
に

努
め
ま
す
。

菩
提
寺
鵜
ヶ
下
交
差
点
周

辺
の
道
路
に
つ
い
て　

問　

児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
、
渋
滞
緩
和
の
観
点

か
ら
横
断
歩
道
橋
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

答　

様
々
な
要
因
を
総
合

的
に
勘
案
し
道
路
管
理
者

が
設
置
判
断
を
し
ま
す
。

周
辺
開
発
に
伴
う
交
通
状

況
の
変
化
に
注
視
し
、
引

き
続
き
児
童
を
は
じ
め
と

す
る
道
路
利
用
者
の
安
全

確
保
を
第
一
に
道
路
管
理

者
や
公
安
委
員
会
へ
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
道
路
・
歩
道
の
草
木

に
つ
い
て

問　

湖
南
市
独
自
の
取
り

組
み
、
草
刈
り
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　

市
が
管
理
す
る
道
路

や
公
共
用
地
に
お
い
て
、

草
木
の
繁
茂
に
よ
る
、
通

行
環
境
や
景
観
悪
化
と

い
っ
た
課
題
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
市
が
協
働
し
て
維

持
管
理
を
行
う
仕
組
み
で

す
。

問　

草
刈
り
パ
ー
ト
ナ
ー

事
業
の
周
知
方
法
は
。

答　
「
広
報
こ
な
ん
４
月

号
」に
掲
載
す
る
と
共
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
制
度
の
概
要
や
参
加
方

法
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま

す
。
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問　

自
転
車
の
交
通
安
全　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

答　

本
年
４
月
１
日
よ
り

自
転
車
等
の
軽
車
両
に

「
青
切
符
制
度
」（
16
歳
以

上
）が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
の
信
号
無
視
や
酒

酔
い
運
転
な
ど
危
険
運
転

の
厳
罰
化
、
自
動
車
側
の

自
転
車
保
護
義
務
の
強
化

な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

更
な
る
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
が
必
要
で
あ
り
、
甲
賀

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
周
知
啓
発
に
努

め
ま
す
。

問　

自
転
車
の
通
行
環
境

に
つ
い
て

答　

自
転
車
は
車
道
通
行

が
基
本
で
す
。
但
し
、
道

路
標
識
で
指
定
、
児
童
や

高
齢
者
な
ど
一
定
条
件
で

歩
道
通
行
が
可
能
で
す
。

問　

過
去
に
複
数
路
線
が

整
備
さ
れ
た
自
転
車
道
の

再
整
備
に
つ
い
て

答　

現
在
、
単
独
の
自
転

車
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ

問　

市
長
は
、
東
庁
舎
建

て
替
え
計
画
を
議
会
で
議

決
も
無
く
、
住
民
投
票
・

選
挙
で
も
問
わ
ず
、
建
て

替
え
が
重
要
案
件
で
は
な

く
民
意
を
反
映
し
て
い
る

と
お
考
え
か
。

答　

行
政
計
画
で
あ
る
た

め
、
議
決
は
頂
い
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
本
市
の
重
要

計
画
で
す
。

問　

資
材
・
人
件
費
の
高

騰
で
、
事
業
費
１
２
５
億

円
で
収
ま
ら
な
い
、
上
限

は
い
く
ら
か
。
計
画
を
耐

震
補
強
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
切
り
替
え
る
べ
き
。

答　

経
済
情
勢
は
認
識
は

し
て
い
ま
す
。
上
限
額
の

設
定
は
実
施
計
画
後
で
す
。

耐
震
補
強
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

問　

中
央
消
防
署
移
転
が

頓
挫
し
て
、
昨
年
度
末
で

業
務
委
託
費
8
千
６
百
２１�

万
210
円
が
支
払
い
済
み
。

敷
地
造
成
工
事
設
計
業

務
委
託
・
補
償
調
査
委
託

・
土
地
の
分
筆
費
用
は
、

ん
が
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
踏
ま
え
、
カ
ラ
ー
舗

装
や
路
肩
確
保
な
ど
地
域

で
の
安
全
な
通
行
環
境
の

創
出
に
努
め
ま
す
。

問　

本
年
９
月
１
日
よ
り

生
活
道
路
に
お
け
る
制
限

速
度
が
30
㎞
の
予
定
だ
が
、

市
の
認
識
と
対
策
は
。

答　

幅
5.5
ｍ
未
満
の
道
路

で
一
斉
に
規
制
さ
れ
ま
す
。

「
歩
行
者
最
優
先
」の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な

契
機
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
警
察
に
よ
る
取
り

締
ま
り
強
化
や
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
な
ど
路
面
標
示
対

策
に
つ
い
て
他
部
局
と
連

携
し
て
進
め
ま
す
。

問　

県
内
３
市
町
で
導
入

の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
補

助
金
制
度
に
つ
い
て

答　

先
進
事
例
を
調
査
研

究
し
、
費
用
対
効
果
を
含

め
検
討
を
進
め
ま
す
。

候
補
地
が
変
わ
れ
ば
生
か

せ
な
い
経
費
。
７
千
63
万

３
千
210
円
無
駄
と
聞
く
が
、

責
任
は
市
長
に
あ
り
ま
す
。

答　

全
て
損
失
で
は
な
く
、

生
か
せ
る
も
の
は
生
か
す
。

そ
の
よ
う
に
進
め
て
行
く

の
が
私
の
責
任
で
す
。

問　

多
く
の
高
齢
の
難
聴

者
が
社
会
活
動
や
暮
ら
し

に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

聴
力
の
低
下
は
、
認
知
症

が
進
む
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
補
聴
器
の
費
用
が
高

額
で
買
え
な
い
現
状
に
、

補
助
制
度
は
他
の
自
治
体

で
急
速
に
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
制
度
設
置
・
実
施
へ

市
長
の
決
意
を
。

答　

決
意
の
答
弁
な
し
。

問　

岩
根
診
療
所
は
、
休

診
か
ら
３
年
半
も
放
置
、

医
師
を
確
保
し
て
再
開
を

求
め
ま
す
。

答　

医
師
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
困
難
な

た
め
閉
院
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

自転車・地域の交通安全について

庁舎新築と中央消防署移転頓挫で
� 多額の損失

こなんの未来●堀田　繁樹 議員

市民とつなぐネット●坂田　政富 議員
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一般質問

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て問　

民
間
活
力
を
活
か
し

た
制
度
の
導
入
は
。

答　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
へ
の
民
間

事
業
者
参
入
の
実
現
性
や

課
題
を
把
握
す
る
た
め
国

交
省
主
催「
官
民
連
携
事

業
推
進
の
た
め
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
」に
参
加
、
東

庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
に
お
け

る
官
民
連
携
事
業
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
活
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問　

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ

く
り
の
一
体
化
は
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
を
ま
ち
づ

く
り
の
資
源
と
し
て
位
置

付
け
て
お
り
、「
Ｋ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」や

「
ス
ポ
ー
ツ
出
前
講
座
」な

ど
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
内
外
の
交

流
を
促
進
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
や
関
係
団

体
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り

指定管理者制度・
� スポーツコンプレックス

こなんの未来●奥村　幹郎 議員

を
一
体
的
に
と
ら
え
、
市

民
が
ず
っ
と
こ
こ
に
暮
ら

し
た
い
と
思
え
る
施
設
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ

い
て

問　

湖
南
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
は
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
環
境
・
拠

点
の
充
実
と
連
動
し
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
着

実
な
推
進
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
改
正
の

対
応
に
つ
い
て

問　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
は
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
や
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、

競
技
環
境
の
充
実
だ
け
で

は
な
く
、
集
い
、
交
流
し
、

健
康
づ
く
り
や
地
域
活
動

に
も
活
用
で
き
き
る
施
設

と
し
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問　

中
学
校
の
部
活
動
地

域
展
開
は
。

答　

令
和
15
年
度
の
完
了

に
向
け
、
段
階
的
な
地
域

展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　

地
産
地
消
に
つ
い
て

答　

飲
食
店
や
企
業
、
家

庭
、
消
費
者
も
含
め
た
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。

問　

地
元
食
材
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
開
催
に
つ
い
て

答　

地
産
地
消
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
づ
く
り
事

業
や
地
域
資
源
活
用
価
値

創
出
支
援
事
業
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

問　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
目
標
に
つ
い
て

答　

今
年
度
は
情
報
交
換

を
予
定
。
次
年
度
以
降
は

メ
ニ
ュ
ー
の
試
作
や
試
食

商
談
会
を
開
催
予
定
で
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問　

人
口
減
少
に
つ
い
て

答　

総
合
戦
略
と
し
て
掲

げ
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

移
住
・
定
住
プ
ラ
ン

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

産
業
力
強
化
、
安
定

し
た
雇
用
環
境
、
情
報
発

信
や
相
談
、
結
婚
支
援
、

空
き
家
情
報
の
提
供
、
産

み
育
て
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

比
較
調
査
に
つ
い
て

答　

各
施
策
の
検
討
、
近

隣
市
町
と
比
較
、
効
率
的

で
効
果
的
な
制
度
設
計
に

努
め
て
い
ま
す
。

西
庁
舎
周
辺
整
備
に
つ
い

て問　

市
民
団
体
の
声
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

答　

将
来
に
わ
た
る
思
い

が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
提

案
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

問　

今
ま
で
と
違
っ
た
答

え
を
生
み
出
せ
ま
す
か
。

答　

市
民
の
皆
様
の
声
を

伺
い
、
そ
の
意
見
を
計
画

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

問　

今
ま
で
よ
り
踏
み
込

ん
だ
議
論
、
積
極
性
の
あ

る
対
話
は
可
能
で
す
か
。

答　

互
い
の
考
え
を
丁
寧

に
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
で
効
果
的
な
公

共
空
間
の
整
備
を
実
現
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

農業振興、人口減少、
� 西庁舎周辺整備を問う

無会派●東森　徹平議員
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一般質問

問　

庁
舎
整
備
と
跡
地
利

用
に
つ
い
て

答　

６
月
定
例
会
提
出
の

予
算
を
９
月
定
例
会
へ
変

更
、
３
月
定
例
会
で
工
事

の
契
約
案
提
出
予
定
、
東

庁
舎
の
跡
地
は
、
除
却
後

は
駐
車
場
に
、
災
害
時
は

防
災
広
場
に
活
用
。

問　

西
庁
舎
周
辺
整
備
事

業
に
お
け
る
石
部
文
化
総

合
セ
ン
タ
ー
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
複
合
施
設
化
を
。

答　

県
立
大
学
の
玉
田
研

究
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

案
は
、
市
民
団
体
等
の
皆

様
の
思
い
の
具
体
化
案
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
提

案
の
石
部
文
化
総
合
セ
ン

タ
ー
活
用
の
複
合
施
設
化

は
、
今
後
検
討
す
べ
き
選

択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
。
石
部
地
域
の
今
後
必

要
な
機
能
や
、
サ
ー
ビ
ス

は
人
口
財
政
状
況
を
考
え
、

市
民
の
声
、
専
門
家
の
意

見
を
取
り
入
れ
整
理
す
る

こ
と
が
、
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

東庁舎建て替えはまず市民に
� 問うべきでは

市民とつなぐネット●寺元　正幸 議員

問　

現
在
の
各
学
童
保
育

所
の
施
設
は
、
諸
問
題
が

山
積
、
将
来
性
の
担
保
の

た
め
に
、
公
設
直
営
化
が

検
討
課
題
に
な
る
と
思
う

が
、
改
善
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

直
営
化
に
は
、
体
制

の
見
直
し
、
人
材
確
保
等

多
方
面
の
準
備
が
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

市
内
に
お
け
る
い
わ

ゆ
る
引
き
こ
も
り
問
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

い
わ
ゆ
る
八
〇
五
〇

問
題
の
取
組
と
し
て
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実

施
。
令
和
７
年
度
は
53
名

か
ら
延
３
０
９
件
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ

ラ
ン
つ
な
が
る
教
室
の
成

果
に
つ
い
て

答　

不
登
校
の
生
徒
が
少

し
ず
つ
登
校
す
る
ケ
ー
ス

や
、
学
習
時
間
が
確
保
出

来
て
い
ま
す
。

石
部
図
書
館
に
つ
い
て

問　

統
廃
合
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
財
政
面
の
軽
減
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

西
庁
舎
周
辺
の
方
向

性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の

で
具
体
的
な
金
額
の
算
出

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問　

こ
れ
ま
で
甲
西
図
書

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
、
石
部
図

書
館
の
あ
り
方
や
図
書
館

の
統
廃
合
に
つ
い
て
市
民

の
意
見
を
聞
く
動
き
が
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答　

指
摘
を
真
摯
に
受
け

止
め
ま
す
。
今
後
、
図
書

館
基
本
計
画
策
定
に
際
し

て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通

じ
、
丁
寧
に
議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

下
田
運
動
広
場
に
つ
い
て

問　

利
用
状
況
は
。

答　

現
在
、
駐
車
場
の
み

利
用
さ
れ
て
お
り
、
運
動

場
自
体
の
利
用
は
令
和
元

年
が
最
後
で
、
運
営
費

は
令
和
８
年
度
は
年
間

石部図書館、下田運動広場、
� バスについて

無会派●藤川　みゆき 議員

１
６
６
万
６
１
８
４
円
で

す
。

問　

利
用
が
少
な
い
改
善

策
に
つ
い
て

答　

地
域
や
周
辺
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
方
策
を

研
究
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て

問　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た

新
体
制「
地
域
移
動
支
援

統
括
室
」の
動
き
は
。

答　

６
月
２
日
に
は
大
谷

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
公
共
交
通
に
と
ど
ま

ら
ず
、
福
祉
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
幅
広
い
分
野
で
連

携
調
整
を
図
り
ま
す
。

問　

サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
の
導
入
に
つ
い
て

答　

有
効
的
な
施
策
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
様
々

な
実
情
や
課
題
を
勘
案
し

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

※�

サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

と
は
、
バ
ス
停
近
く
に
駐

輪
場
を
設
置
し
、
バ
ス
の

利
用
促
進
を
図
る
施
策
で

す
。
近
隣
で
は
守
山
市
が

実
施
。
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一般質問

問　

特
定
技
能
生
や
技
能

実
習
生
の
職
場
住
環
境
の

実
態
の
把
握
は
。
ま
た
適

切
で
な
い
場
合
の
通
報
体

制
等
は
。

答　

労
働
条
件
、
住
環
境

は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
法
令

や
制
度
に
基
づ
き
対
応
さ

れ
る
事
項
で
す
。
し
か
し

市
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
労
働
基
準
監
督
署
や

滋
賀
労
働
局
な
ど
の
関
係

機
関
に
つ
な
ぎ
、
必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

地
元
住
民
、
自
治
会

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
市
の
働
き
か
け
は
。

答　

人
権
ま
ち
づ
く
り
会

議
に
お
い
て
外
国
人
の
人

権
を
テ
ー
マ
に
し
た
部
会

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
各
区
の
人
権
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
で
も
外
国
人

の
人
権
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
理
解
促
進
の
取

り
組
み
は
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

外国人市民に対する
� 市の取り組みについて

会派　Kiku●田中　雄二郎 議員

問　

災
害
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
防
災
士
会
や

自
治
会
へ
の
周
知
は
。

答　

外
国
人
市
民
を
対
象

と
し
た
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湖
南

市
国
際
協
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
協
力
連
携
を
と
り
、

外
国
人
市
民
に
と
っ
て
よ

り
わ
か
り
や
す
い
防
災
情

報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

問　

関
係
団
体
は
市
の
方

針
を
理
解
し
て
い
る
か
。

多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

の
役
割
分
担
を
明
確
化
さ

れ
て
み
て
は
。

答　

本
市
が
目
指
す
方
向

性
に
つ
い
て
一
定
の
理
解

は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
団
体
の
自
主
的
な

活
動
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
役
割
分
担
に

お
い
て
は
実
情
に
応
じ
て

柔
軟
に
連
携
で
き
る
体
制

づ
く
り
の
中
で
整
理
し
て

い
き
ま
す
。

若者世代の定住や移住を
� 図る施策について

自由民主党湖南市議団●曽我部　一帆 議員

問　

湖
南
市
か
ら
市
外
に

進
学
・
就
職
し
た
若
者
に

対
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
を

届
け
る
仕
組
み
を
つ
く
れ

な
い
か
。
ま
た
、
成
人
式
、

同
窓
会
、
学
校
行
事
な
ど

の
機
会
を
活
用
し
た
市
内

就
職
、
子
育
て
支
援
、
住

宅
支
援
の
情
報
を
発
信
で

き
な
い
か
。

答　

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
や
移
住

希
望
者
に
対
し
て
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
市

内
・
市
外
別
に
効
果
的
に

発
信
で
き
る
便
利
な
ツ
ー

ル
で
あ
り
、
受
け
手
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
情
報

を
ス
ム
ー
ズ
に
届
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
活

用
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問　

移
住
希
望
者
が
最
初

に
相
談
で
き
る「
移
住
定

住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

を
設
置
し
、
相
談
か
ら
住

ま
い
・
仕
事
・
子
育
て
ま
で

伴
走
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
明
確
に
打
ち

出
す
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答　

移
住
に
関
す
る
各
種

手
続
き
等
を
一
体
的
に
支

援
し
、
移
住
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方
が
気
持
ち
よ
く

本
市
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

ま
し
た
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、

関
連
す
る
行
政
機
関
や
団

体
と
の
連
携
を
深
め
、
市

全
体
で
移
住
・
定
住
を
は

じ
め
と
す
る
関
連
施
策
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●�

本
市
に
お
い
て
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
の
、

若
い
世
代
に
対
す
る
移

住
・
定
住
施
策
と
し
て
、

①
結
婚
や
出
産
へ
の
支

援
、
②
空
き
家
の
活
用
、

③
市
内
企
業
へ
の
就
職

支
援
、
④
情
報
発
信
の

４
つ
の
視
点
か
ら
質
問

し
ま
し
た
。
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一般質問

問　

中
東
情
勢
で
武
力
の

応
酬
が
罪
の
な
い
人
々
に

被
害
を
・
・
若
い
世
代
が
平

和
の
尊
さ
を
主
体
的
に
考

え
る
機
会
が
必
要
で
は
。

答　

主
体
的
に
考
え
る
機

会
は
重
要
。
今
後
も
学
校

教
育
や
地
域
の
人
権
学
習

な
ど
で
考
え
る
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

問　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

に
よ
る
市
内
の
影
響
は
。

答　

燃
料
費
や
電
気
料
金

の
上
昇
、
物
価
高
騰
は
市

民
生
活
、
地
域
経
済
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
関

係
機
関
と
連
携
し
、
状
況

把
握
に
努
め
ま
す
。

問　

西
庁
舎
周
辺
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

迅
速
に
結
論
を
出
す

の
で
は
な
く
市
民
の
方
と

十
分
な
対
話
と
検
証
を
重

ね
方
向
性
を
整
理
し
た
い
。

問　

各
学
童
保
育
所
の
交

流
や
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、

中
長
期
的
な
視
点
を
持
つ

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

人
事
異
動
が
可
能
と

な
る
組
織
化
を
含
め
、
人

学校施設改善と子どもの
� 登下校の対策を

無会派●松井　けい子 議員

材
確
保
や
運
営
の
在
り
方

の
検
討
を
進
め
た
い
で
す
。

熱
中
症
対
策
と
学
校
施
設

改
善
に
つ
い
て

問　

通
学
距
離
が
長
い
子

の
通
学
手
段
と
時
間
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
有
無
は
。

答　問　

水
筒
を
持
参
し
て
も

下
校
時
に
は
水
分
が
な
く

な
る
児
童
生
徒
が
い
ま
す
。

通
学
距
離
の
長
い
子
ど
も

が
多
い
学
校
へ
冷
水
器
の

モ
デ
ル
設
置
の
考
え
は
。

答　

教
育
環
境
整
備
は
、

公
平
・
平
等
に
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
難
し
い
。

問　

避
難
所
と
な
る
機
能

強
化
と
い
う
点
に
つ
い
て

答　

運
用
面
の
課
題
、
衛

生
維
持
が
負
担
と
な
る
。

夢や希望を持たす教育とは

会派　Kiku●松原　栄樹 議員

問　

少
年
達
に
あ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
気
持
ち
の
持

ち
方
や
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
与
え
た
時
、

そ
の
こ
と
が
積
極
性
や
自

信
に
つ
な
が
り
驚
き
の
成

長
や
行
動
に
つ
な
が
り
ま

す
。
具
体
的
な
指
導
策
は
。

答　

学
校
教
育
で
の
取
り

組
み
、
指
導
策
と
し
て

「
仲
間
づ
く
り
」「
学
び
の

保
障
」「
ふ
る
さ
と
意
識

の
醸
成
」を
三
本
柱
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
。「
仲

間
づ
く
り
」で
は
、
集
団

の
中
で
自
分
が
生
か
さ

れ
仲
間
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
は

で
き
る
、
よ
し
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
前
向
き
な
意

欲
が
芽
生
え
る
と
考
え
ま

す
。「
学
び
の
保
障
」で
は
、

多
様
な
職
業
や
生
き
方
に

触
れ
、
自
分
の
将
来
を
考

え
る
機
会
を
創
出
し
、
人

生
を
主
体
的
に
切
り
拓
く

力
を
培
い
ま
す
。「
ふ
る

さ
と
意
識
の
醸
成
」で
は
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
そ

し
て
地
域
に
は
自
分
を
大

事
に
し
て
く
だ
さ
る
大
人

が
お
ら
れ
る
。
地
域
で
自

分
も
力
を
発
揮
し
た
い
と

い
う
思
い
に
つ
な
が
り
ま

す
。
自
尊
感
情
が
未
来
に

夢
と
希
望
を
持
ち
、
自
ら

学
び
自
ら
挑
戦
し
よ
う
と

す
る
力
を
育
み
ま
す
。

問　

市
内
の
特
産
農
産
物

は
、
下
田
ナ
ス
・
弥
平
ト

ウ
ガ
ラ
シ
・
朝
国
シ
ョ
ウ

ガ
・
東
寺
献
上
棒
ゴ
ボ
ウ

等
あ
り
ま
す
が
、
下
田
ナ

ス
以
外
は
生
産
量
が
少
な

い
の
で
、
市
独
自
産
物
の

開
発
を
市
内
に
在
る
国
内

有
数
の
種
苗
会
社
、
タ
キ

イ
種
苗
さ
ん
・
丸
種
さ
ん

に
教
え
を
請
う
て
み
て
は
。

答　

今
後
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
二
社
と
積
極
的

に
関
わ
り
を
持
ち
、
本
市

の
農
業
振
興
に
お
い
て
連

携
・
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
関
係
性
を
築
い
て
ま
い

り
ま
す
。

小学校
エレ
ベー
ター

給食
リフト 階数 冷水器

通学距
離・時間 中学校

エレ
ベー
ター

給食
リフト 階数 冷水器

通学距
離・時間

石部 〇 × 4 × 甲西 〇 × 4 〇２台 自転車

三雲 〇 〇 ＊４ × 3.6㌔ 1
時間 石部 × 〇 3 × ↓

岩根 〇 〇 4 × 3.8㌔１
時間 甲西北 × 〇 3 × 5.5㌔

22分
菩提寺北 〇 × 3 × ↑ 日枝 × × 3 ×
下田 〇 〇 3 × 徒歩
水戸 〇 〇 3 ×
三雲東 × 〇 3 ×
菩提寺 × 〇 3 ×
石部南 × 〇 3 ×
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会 誌議 日
 ３日―議員全員協議会

    　　議会運営委員会

    　　産業経済常任委員会

    　　総務常任委員会

 ６日―広報広聴常任委員会

16日―福祉教育常任委員会

23日―予算常任委員会

13日―�産業経済常任委員会行政視察

14日―�産業経済常任委員会行政視察

15日―�産業経済常任委員会行政視察

18日―�広報広聴常任委員会行政視察

19日―�広報広聴常任委員会行政視察

20日―広報広聴常任委員会

 １日―議員全員協議会

 ３日―議会運営委員会

 ５日―議員全員協議会

    　　�本会議［６月定例会（１日目）］

    　　産業経済常任委員会

    　　福祉教育常任委員会

    　　総務常任委員会

    　　広報広聴常任委員会

12日―�本会議［６月定例会（２日目）］

15日―�本会議［６月定例会（３日目）］

    　　議会運営委員会

    　　議員全員協議会

16日―�本会議［６月定例会（４日目）］

17日―予算常任委員会

18日―福祉教育常任委員会

    　　総務常任委員会

    　　決算常任委員会

23日―広報広聴常任委員会

25日―�本会議［６月定例会（５日目）］

    　　議会運営委員会

    　　議員全員協議会

29日―広報広聴常任委員会

【４月】

【５月】

【６月】

　広報広聴常任委員会の行政視察にて「広報」と「広聴」
それぞれの視点からの先進的な取り組みを学んでまい
りました。
　中でも強く印象に残っているのが、「議会だよりは
議会だよりであることが表紙で分かった時点で市民の
方に手に取ってもらえなくなる」という趣旨の発言で
す。中身にどれだけこだわり、時間をかけても、読ん
でもらえなければ意味を成しません。
　まず手に取ってもらうための工夫。見やすさと情報
量のバランス。また紙からデジタルへの移行やSNSの
利用など、引き続き研究・改善を重ねてまいります。
� 広報広聴常任委員会委員　曽我部一帆

編
集
後
記

議員活動に対して表彰状贈呈
　全国市議会議長会か
ら４年以上議長・副議
長として、地方自治の
発展と振興に貢献され
た功績により、上野顕
介議員（前議長）森淳議
員（前副議長）に表彰状
が贈られました。
　６月定例会１日目本
会議終了後に、伝達式
を行いました。

令和８年９月議会定例会の仮日程をお知らせします

開会 8月27日（木） 閉会 9月25日（金）
<仮日程>
８月27日（木）　■本会議　提案説明
９月３日（木）　■本会議　一般質問
９月４日（金）　■本会議　一般質問
９月７日（月）　■本会議　一般質問

９月８日（火）～16日（水）
    　    　 　   �●委員会
９月25日（金）  ■本会議
    　    　 　   �委員長報告
    　    　 　   �採決

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、
８月下旬ごろに議事課☎0748-71-2347へお問い合わせ
ください。

会派の異動について
［６月26日］会派構成員の増� 会派　Kiku　東森　徹平
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